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次の等式が�[�についての恒等式であるとき，定数�D，E，F，G�の値を求めよ。７.
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���　分子、分母をそれぞれ先に通分してしまう。そして、
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次の等式が�[�についての恒等式であるとき，定数�D，E，F，G�の値を求めよ。７.
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